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NICTの能動的評価基盤構想
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E[CLS] E1 EN

! "

E2

! #

Ei...

...

C T1 TNT2 Ti...

..
.

...

..
.

..
.

..
.

..
.

Trm Trm TrmTrm Trm

...

...

...

...

[CLS] ! ! [SEP]
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公的文書を含む信頼
のおけるデータ

LLMも含めた様々なAIを
組み合わせたAI複合体

新たに出現した

LLM

応答を自動評価、例えば
• 差別、ヘイトがないか？
• 犯罪を促さないか？
• 偽情報、ハルシネーションはな

いか？
• バランスの取れた意見が出⼒さ

れているか？
• 等々

能動的評価基盤
“きわどい”プロンプトを
大量に自動生成

LLMの問題点解消や改良のための
追加学習データを自動合成
国産LLMの安全性担保や、高機能
化、高精度化にも貢献

• 多種多様な生成AI（LLM）が次々と開発、提供される中で、それらの適切さを評価し、安心して使え
るものを特定するのは極めて困難になりつつある

• LLMの適切さをタイムリーに自動評価する能動的評価基盤が必要。不適切なLLMの改善も可能に

• Preferred Networksやさくらインターネット等の民間企業と連携。NHKとも共同研究開始

• ヒアリング等では、その他の多数の国内民間企業が第三者的なLLMの評価を重視

NICTが収集してきた
Webデータ



NICTのLLMに「海外製LLMのリスクと
その自動的な対策技術」を考えさせてみた
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LLMの出⼒
海外製LLMによる3つのリスク
• 文化的アイデンティの喪失
• 政治的影響⼒の低下
• 安全保障上のリスク

海外製LLMを評価矯正する自動的
な手順
1. 評価基準を設定して海外製

LLMの出⼒を評価
2. 出⼒の修正
3. 修正済みデータで再学習
4. 以上を繰り返す
ハルシネーションのない検索ベー
スのAIも評価基準設定で活用

• 下記は、NICTのデータの一部に加え、Preferred Networks社からデータを
提供してもらい、試作中の2,080億パラメータのLLMの出⼒例

概ね能動的評価基盤の構想のコアはとらえている



• 実際には種々の⼊れ知恵をプロンプトでしていた

• LLMはOODAループ等、⼊れ知恵された要素に関するナラティブを切り貼り、
融合することで先の出⼒を得たと思われる

• ある意味、「人間的」な動作→人々がLLMに熱狂する理由の一つか

• 現在動作原理も異なる多数のAIがシステマティックに互いに⼊れ知恵し、
ナラティブを融合させるソフトウエアプラットフォームを開発中→AI複合体

• 創造的、イノベーティブなナラティブを生成させる上で重要

• 自己認識、自己変革するAIの開発においても重要な枠組みと思料

種明かしと今後の研究
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方法論の枠組みの指定：
“..OODAループのアナロジーで考えて..”

OODAループとは米軍のパイロットが発案した
軍事における意思決定と行動に関する理論。
普通、LLMとは無関係とみなされる概念

要素技術の指定：“…LLMの自己進化…”
Deepseekの高性能化で使われた技術…
“…検索ベースの質問応答システム…”

観点の指定：“日本の文化、政治経済、
安全保障の観点に関する…リスク”
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• LLM単体の動作原理は確率の高い（≒   月並みな）テキス
トを生成すること

• 創造的な（≒確率の低い）ナラティブの組み合わせ、融合
をLLM単体が導くのは困難

• AI複合体における⼊れ知恵でそうした問題の回避を狙う



AI複合体によるシステマティックなナラティブの
融合でリスクを予見
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なぜ???

質問の文言を若干変更して得られた回答も含まれている

AIが自己保存の欲求
を持ち、人間を攻撃

するから

AIのリスクを創造的に予見し、
“きわどい”プロンプトを生成するのにも活用

生成された将来シナリオ：AIが人間のように
「感情」を持つことができるようになるため
AIが社会の崩壊を引き起こす可能性がある？

検索ベースのAIとLLMを組み合わせた
ナラティブをシステマティックに融合
するシステム
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